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(57)【要約】
　本発明は、センサ（２）及びエネルギー供給モジュー
ルを備えたバイタルサイン検出装置（１）に関し、セン
サ（２）は少なくとも一つの検出手段（５、６、７、８
）を備え、該手段は血中酸素濃度、体温、皮膚湿度、皮
膚導電率、脈からなる群からバイタルサインを検出する
ように設計されている。センサは更に、第１通信モジュ
ール（１０）を備える。エネルギー供給モジュール（３
）は第２通信モジュール（２０）及びエネルギー源（２
１）を備え、第１通信モジュール（１０）と第２通信モ
ジュール（２０）との間に無線通信接続（４）がある。
センサ（２）は、弾性的に復元するように変形可能な薄
膜センサとして形成され、通信接続（４）はエネルギ及
び測定値すなわち測定データを送信するように構成され
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサ（２）とエネルギー供給モジュール（３）とを含む、バイタルサイン検出装置（
１）であって、該センサ（２）が少なくとも１つの検出手段（５，６，７，８）を有して
おり、該検出手段が、血中酸素濃度、体温、皮膚湿度、皮膚導電率、脈を含む群のうちの
１つのバイタルサインを検出するように形成されていて、そして第１通信モジュール（１
０）を含んでおり、前記エネルギー供給モジュール（３）が第２通信モジュール（２０）
とエネルギー源（２１）とを有しており、そして第１通信モジュール（１０）と第２通信
モジュール（２０）との間に、無線通信接続（４）がある形式のものにおいて、該センサ
（２）が、弾性的に復元するように変形可能な薄膜センサとして形成されており、そして
前記通信接続（４）が、エネルギー及び測定値すなわち測定データを伝送するように形成
されていることを特徴とする、バイタルサイン検出装置。
【請求項２】
　前記第１通信接続（４）が皮膚の近接界によって形成されていることを特徴とする、請
求項１に記載の検出装置。
【請求項３】
　前記血中酸素濃度検出手段（５）が、少なくとも１つの電磁線源（１３）と電磁線検出
器（１２）とによって形成されていることを特徴とする、請求項１又は２に記載の検出装
置。
【請求項４】
　前記検出手段（５，６，７，８）が、有機及び／又は無機半導体構成部分によって形成
されていることを特徴とする、請求項１から３までのいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項５】
　前記センサ（２）が平面状の支持体層（１５）によって形成されており、前記支持体層
上に前記検出手段（５，６，７，８）が配置されていることを特徴とする、請求項１又は
２に記載の検出装置。
【請求項６】
　前記支持体層（１５）が透明又は半透明に形成されていることを特徴とする、請求項５
に記載の検出装置。
【請求項７】
　前記検出手段（５，６，７，８）が、前記支持体層（１５）の平らな側（１４）に印刷
されていることを特徴とする、請求項５又は６に記載の検出装置。
【請求項８】
　前記センサ（２）がカフとして形成されていることを特徴とする、請求項１から７まで
のいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項９】
　前記カフが、トリガ信号を送出するように形成された閉鎖要素（１１）を有しているこ
とを特徴とする、請求項８に記載の検出装置。
【請求項１０】
　前記第１通信モジュール（１０）が電気エネルギー蓄積器（１７）を有していることを
特徴とする、請求項１から９までのいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項１１】
　前記第１通信モジュール（１０）及び前記第２通信モジュール（２０）が、電磁線のた
めの送信及び／又は受信装置（１６）を有していることを特徴とする、請求項１から１０
までのいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項１２】
　前記エネルギー源（１７）が、化学的要素、無機太陽電池又は有機太陽電池を含む群の
うちの１つの要素によって形成されていることを特徴とする、請求項１から１１までのい
ずれか１項に記載の検出装置。
【請求項１３】
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　前記エネルギー供給モジュール（３）が評価装置（２２）を有していることを特徴とす
る、請求項１から１２までのいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項１４】
　前記評価装置（２２）が、制御装置（２５）と記憶装置（２６）とを含んでいることを
特徴とする、請求項１３に記載の検出装置。
【請求項１５】
　前記エネルギー供給モジュール（３）が第３通信モジュール（２３）を有していること
を特徴とする、請求項１から１４までのいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項１６】
　前記第３通信モジュール（２３）が、データ分析装置（３２）のデータ対応ステーショ
ン（３１）とのデータ接続（３０）を生成するように形成されていることを特徴とする、
請求項１５に記載の検出装置。
【請求項１７】
　前記第３通信モジュール（２３）が記憶装置モジュールを有していることを特徴とする
、請求項１５又は１６に記載の検出装置。
【請求項１８】
　前記エネルギー供給モジュール（３）が利用者の衣服に配置されていてよいことを特徴
とする、請求項１から１７までのいずれか１項に記載の検出装置。
【請求項１９】
　前記エネルギー供給モジュール（３）が前記センサ（２）をアクティブ化するように形
成されていることを特徴とする、請求項１から１８までのいずれか１項に記載の検出装置
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はバイタルサイン検出装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　医学を前提とした人物持続監視若しくはトレーニング監視、又は記録のために、規則的
な間隔を置いてバイタルサインを検出することが必要である。この過程を被監視者にとっ
てできる限り快適に構成するためには、監視装置が、装置の着用者によって邪魔にならな
いものと認められるように形成されていると、特に有利である。特に、このような監視装
置は着用者の運動自由度を全く又は取るに足らない程度にしか制限しないと有利である。
できる限り運転時間が長いことも利点である。
【０００３】
　国際公開第２００６／００５１６９号パンフレットに開示された、バイタルサインを監
視するための装置及び方法の場合、患者は手首に評価装置を着用し、そしてこの場合、光
学検出装置が手のひらに保持される。光学検出装置は例えばリングとして形成されており
、このリングは、１本の指、好ましくは親指にはめられる。
【０００４】
　国際公開第２００５／０４８８３０号パンフレットには、バイタルサイン検出装置が開
示されている。この装置はさらにハウジング内に配置されており、ハウジングの外側には
接点電極が配置されている。バイタルサインを検出するために、利用者は１身体部位に装
置を手で装着する。検出されたデータは例えば、長距離通信手段を介して、コントロール
センターの担当者に伝送される。
【０００５】
　従来技術から公知の装置の欠点は、例えば、手首に装置を装着し、そして検出手段を手
に保持しなければならないことである。また、測定を実施するために装置を利用者によっ
て身体に、例えば押しつけることによって配置しなければならないならば、やはり不都合
である。また、公知の装置は、大抵の場合、無視できない大きさを有しており、ひいては
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、着用者の運動自由度を著しく制限するか、又は測定中、動作のゆとりを非常に制限され
た程度しか許さない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の課題は、長時間にわたって連続的にバイタルサインを検出できる自給自足的な
装置であって、着用者の運動自由度が全く又は極めて僅かにしか損なわれないように、バ
イタルサイン検出手段を着用者の身体に位置決めできる、装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の課題は、センサが、弾性的に復元するように変形可能な薄膜センサとして形成
されており、そして通信接続が、エネルギー及び測定値すなわち測定データを伝送するよ
うに形成されている。
【０００８】
　薄膜センサの場合、個々のアクティブ層は、蒸着又は印刷によって基板上に被着される
。この場合の重要な利点は、このような薄層をセンサの変形に特に良好に適合させ得るこ
とにある。本発明による検出装置のセンサは身体部位に配置されており、そして身体の運
動によって動的な変形にもさらされているので、センサが、規定に従った使用中に機械負
荷によって損なわれることがないならば、センサの信頼性高い運転にとってまさに決定的
に有意義である。
【０００９】
　同様に、着用快適さ、ひいては利用者による受け入れを考えると、通信接続を介して電
気エネルギー及びデータを伝送することができると、有利である。検出手段は、バイタル
サインの検出のために電気エネルギーを必要とする。電気エネルギーはセンサで準備され
なければならず、このことは通常、エネルギー源によって行われる。しかしながら、周知
のエネルギー源は容量に起因して、無視できない体積及び重量を有しており、ひいてはセ
ンサに配置されると着用快適さを制限し、したがって利用者はセンサを邪魔なものと感じ
る、という欠点を有している。小さな体積のエネルギー源は、容量が僅かであるため、使
用時間が著しく制限されているという欠点を有している。電気エネルギーが通信接続を介
してセンサに伝送されるので、センサは著しくコンパクトで軽量に形成することができ、
しかも、本発明による検出装置の使用時間を著しく制限することはない。
【００１０】
　第１通信接続が皮膚の近接界によって形成されていると、まさに特別な利点が得られる
。このような構成は、配線を気にせずに、任意の身体部位にセンサを配置することができ
る。特に、このような構成は、被検出バイタルサインを特に際立って検出できる身体位置
に、センサを好ましく配置できるという利点を有している。同様に、センサは、特に保護
された状態で配置されていてもよく、又は着用者の運動自由度が制限されないような配置
が可能である。このことは、特にトレーニング・データの検出時に、センサが相応に配置
されていると、トレーニングしている者の自然の運動経過が制限されないので、有利であ
る。
【００１１】
　さらに、第１通信接続の有効距離を調節して、別の患者によって着用された第２検出装
置による妨害が阻止されるようにすることができると有利である。
【００１２】
　有利な別の構成の場合、第１通信接続は、有効距離が短い高周波接続によって、例えば
免許不要のＩＳＭ領域（工業、科学、及び医療用帯域）８６８又は９１５ＭＨｚにおける
ＨＦ接続によって形成されていてよい。このような周波数領域における通信接続に際して
は、送信器／受信器回路のような多数の通信装置がすでに広く普及しており、利用可能で
ある。
【００１３】
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　有利な別の構成は、パルス酸素測定法によって血中酸素含有量を測定するのを可能にす
る。パルス酸素測定法を実施するためには、請求項によれば、電磁線源と電磁線検出器と
によって形成された検出手段が必要である。このような方法では、毛細血管が、異なる波
長を有する光で照らされ、そしてその都度異なる吸収速度が互いに関係づけられる。次い
で基準値との関係づけ及び比較を行うことにより、酸素飽和度を測定することができる。
このような評価は例えば外部評価装置内で実施される。測定を実施するために、例えば６
６０ｎｍの範囲及び９４０ｎｍの範囲の波長を有する光が使用される。場合によっては、
周囲光が使用されてもよい。
【００１４】
　線源としては、例えば、全ての発光半導体構成部分を使用することができ、好ましくは
発光ダイオードが使用される。検出器としては、好ましくはフォトトランジスタが使用さ
れるが、しかし他のあらゆる感光性電子構成部分が使用されてもよい。
【００１５】
　別の構成において、検出手段はバイタルサイン、例えば血圧又は血糖値を検出すること
もできる。このような別の構成の重要な利点は、このようなバイタルサインが非侵襲的に
検出されることであり、特に、請求項に基づいて形成された光学的に作用する検出システ
ムが、このようなバイタルサインの検出を可能にする。また、呼吸頻度を検出することの
できる検出手段も考えられる。
【００１６】
　検出手段が有機及び／又は無機半導体構成部分によって形成されていると、まさに特別
な利点が得られる。センサの好ましい使用目的を考えると、有機半導体構成部分によって
形成された検出手段は、特に簡単に、迅速に、そして低廉に製造できるという特別な利点
を有する。製造時及び廃棄時の環境問題の面で、有機半導体は、製造時には多くのエネル
ギーを費やすプロセス、例えば高温プロセスが必要とならず、またセンサの廃棄時に環境
を脅かすおそれがないという、更なる利点を有している。バイタルサインの連続的な検出
時には、センサの検出手段が汚されるおそれがあり、これによって、センサの機能性は制
限され、又はセンサは使用不能になる。上記利点によれば、今やいわゆる使い捨てセンサ
が形成可能であり、これによって、汚されたセンサの清浄化はもはや必要でなくなり、こ
のセンサは新しいセンサとただちに交換される。
【００１７】
　有機半導体構成部分及び特に有機発光ダイオード及び有機フォトトランジスタは、従来
技術から十分に知られているので、ここではさらなる説明は省く。
【００１８】
　しかし、好ましい別の構成では、検出手段は無機半導体構成部分、及び有機半導体構成
部分と無機半導体構成部分との組み合わせによって形成されていてもよい。
【００１９】
　別の構成によれば、センサは、平面状の支持体層によって形成されており、支持体層上
に検出手段が配置されている。弾性的に復元するように変形可能に形成された、センサの
平面状の支持体層の利点は、支持体層が、センサが配置される表面構造に特に良好に適合
され得ることである。支持体層はＰＥＮ又はＰＥＴで形成されていてよい。
【００２０】
　好ましい別の構成では、平面状の支持体層は電気絶縁作用を有するように形成されてお
り、これによって、検出手段は、付加的な電気絶縁保護層なしで支持体層上に被着するこ
とができる。さらに、支持体層が好ましくはロール上のシート材料として形成されている
ことも有利であり、これによって特に合理的なセンサ製造法、特に連続法を導入すること
ができる。
【００２１】
　好ましい別の構成によれば、光学的に作用する検出手段は、支持体層の、身体部位とは
反対の平らな側に配置されてもよい。支持体層が少なくとも、線源又は線検出器のスペク
トル領域内で透明又は半透明であると、高められた汚れ負荷にさらされている場所では、
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検出手段を身体表面に向けて配置する必要はない。
【００２２】
　検出手段が支持体層の平らな側に印刷されていると、まさに決定的な利点が得られる。
印刷法によって、例えばインクジェット印刷、スクリーン印刷、スタンプ印刷によって製
造された検出手段は、特に低廉に提供することができる。印刷法のまさに特別の利点は、
これらの方法を、変化する要件に極めて迅速且つフレキシブルに適合させ得ることであり
、これによって、僅かな個数でも経済的に製造することができる。また半導体構成部分の
ために必要となるような複雑な構造も、印刷法を用いると著しく簡単且つ迅速に実現する
ことができる。特に、検出手段は、予め製作した構成部分上に後から印刷することができ
る。
【００２３】
　好ましい別の構成によれば、検出手段は、有機半導体部分によって形成されている。有
機半導体材料は、印刷法において特に有利に使用することができ、特に、無機半導体材料
を用いた場合には実現が不可能であるか又は極めて困難であろう配置状態を形成すること
ができる。例えば、第１の印刷動作時に１部分を露出させておくことができ、この部分内
で、第２の印刷動作時に別の材料が印刷される。無機材料の場合には、これに加えて手間
のかかるリソグラフィ・プロセス及びエッチング・プロセスが必要となる。
【００２４】
　利用者に対する配慮の面では、センサを簡単に装着又は取り外しできる構造が有利であ
る。一般に知られているように、長手延在方向において、必要とされる身体部位周りを取
り囲むために必要な長さを少なくとも有するように、カフが形成されている。カフは、閉
じられた円筒状のカフとして形成されていてよく、身体部位周りとの精密な適合は好まし
くは弾性区分によって生じる。しかしながら、カフは、展開された円筒として形成されて
いてもよく、この場合には、カフは、取り囲むべき身体部位周りに装着され、そして保持
手段によってこの身体部位周りに位置決めされる。
【００２５】
　カフが、トリガ信号を送出するように形成された閉鎖要素を有している別の構成が有利
である。生体信号測定の実施は、センサが１身体部位上に装着されているときだけ必要で
ある。閉鎖要素がトリガ信号を送出するように形成されていると、このような信号は、検
出装置をアクティブ化するために使用することができ、これによって、次いで周期的に生
体信号が検出される。このような構成は、有利には誤測定を阻止する。例えば、不注意に
よってセンサが身体から外れると、結果として生体信号がもはや検出されず、このような
状態が例えば警報を発することもある。しかし請求項によれば、身体からセンサが不慮に
外れると、トリガ信号が発生し、ひいては、バイタルサインがないことによる警報は差し
止められる。しかしながら、センサが不慮に外れることによって発せられるトリガ信号は
、着用者にこのような状況に関する情報を与えるために使用することもできる。請求項に
基づく構成は、こうして、利用者のための運転確実性及び快適さを有意義に高める。
【００２６】
　本発明によれば、エネルギー供給モジュールからセンサへのエネルギー伝送は、無線通
信接続を介して行われる。ここで第１通信モジュール内に電気エネルギー蓄積器が存在し
ていると、より高いエネルギー消費量を有するような検出手段もセンサに配置することが
できる。本発明によれば、バイタルサインは連続的には検出されず、予め選択可能な例え
ば１分ごとのタイムスロットでだけ検出される。無線通信接続を介して、ある程度制限さ
れた量のエネルギーだけしか伝送することができないので、請求項に基づく構成は、測定
間の休止中にエネルギー蓄積器を充電できるという利点を有している。測定中には、検出
手段にエネルギー蓄積器から電気エネルギーが供給される。測定サイクルは、次の測定動
作を実施可能にするのに十分なエネルギーでエネルギー蓄積器を充電するために、測定動
作間の時間が十分であるように選択されなければならない。
【００２７】
　エネルギー蓄積器は、例えば容量性蓄積器として、又は電気化学的蓄積器要素として形
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成されている。特に有利なのは、エネルギー蓄積器が薄膜素子として、例えばポリマー蓄
電池として形成されている構成である。それというのも、このようなエネルギー蓄積器は
、印刷法によって製造することができるからである。
【００２８】
　有利な別の構成によれば、第１通信モジュール及び第２通信モジュールは、電磁線のた
めの送信及び／又は受信装置を有している。送信及び／又は受信装置はそれぞれ、第１又
は第２の通信モジュールに印加された電気エネルギー、制御信号、及び突き止められた測
定値を、電磁界内に移すように形成されており、この場合、第１通信モジュールと第２通
信モジュールとの間に無線通信接続が形成されるようになっている。
【００２９】
　請求項に記載された別の構成によれば、通信接続は皮膚の近接界によって形成されてい
る。第１及び第２の通信モジュールの送信及び／又は受信装置は、この場合、電磁線が搬
送媒体としての皮膚に結合されることが可能であるように形成されていなければならない
。測定値又は制御信号の他に、センサに供給するための電気エネルギーもまた、通信接続
を介して伝達されるようになっているので、電磁交番信号のためには１００ｋＨｚの周波
数が特に有利であることが判っている。
【００３０】
　送信及び／又は受信装置は、例えばアンテナによって、例えば印刷されたストリップ導
体アンテナによって形成されていてよい。このように形成された送信及び／又は受信装置
は、特に有利にはセンサに配置することができ、又はこのセンサ内に組み込むことができ
る。
【００３１】
　エネルギー源が、化学的要素、無機太陽電池又は有機太陽電池を含む群のうちの１つの
要素によって形成されている構成が有利である。エネルギー供給モジュールがセンサから
隔たって配置されているので、つまり、着用者の運動自由度がほとんど制限されないので
、エネルギー源として、容量のより大きい装置を使用することができる。特に、広く普及
している低廉且つ大容量の化学的要素を使用することができる。しかしまた、本発明によ
る検出装置のエネルギー自給自足運転のためには、エネルギー源が太陽電池として、特に
有機太陽電池として形成されていても有利である。有機太陽電池の特別な利点は、これら
が特に低廉に、そして合理的に製造可能であり、特にこれらを印刷法によって製造できる
ことである。
【００３２】
　請求項に基づく構成の重要な利点は、センサへの電気エネルギーの供給がエネルギー供
給モジュールによって行われることである。センサにエネルギー源を設けずに済むので、
センサは特にコンパクトに形成することができ、このことは、着用者に大きく受け入れら
れるという点で有利である。それというのも、コンパクトなセンサが運動自由度を全く又
はほとんど制限せず、したがって邪魔なものと感じられないからである。
【００３３】
　検出された測定値の処理のために、エネルギー供給モジュールが評価装置を有している
と、有利である。検出手段によって検出された生体信号は、いわゆる生データとして提供
され、これをデータ技術的な検出の前に処理しなければならない。このような処理は、今
や特に有利に、エネルギー供給モジュールの評価装置によって引き受けることができる。
血中酸素濃度の検出時には、例えば輝度値が検出される。周知のパルス酸素測定法によれ
ば、異なるスペクトル成分における個々の輝度値を互いに関係づけなければならず、この
ことは評価装置によって引き受けることができる。これによって、例えば評価装置は、酸
素濃度に対して比例する値を提供する。評価装置はしかし、周期的に検出されたバイタル
サインを総計することによって、長時間動向を測定できるように形成されていてもよい。
有利な別の構成の場合、評価装置は例えば警報装置を有することもできる。この警報装置
は、バイタルサインの限界値を上回ったとき又は下回ったときに着用者に警報を発する。
【００３４】
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　測定値処理を実施するために、評価装置は制御装置と記憶装置とを含んでいると有利で
ある。記憶装置内には、命令を記憶することができる。これらの命令は、制御装置によっ
てローディングして実行することにより、例えば、検出されたバイタルサインを処理する
ことができる。制御装置は、例えばマイクロコンピュータによって形成されていてよく、
記憶装置は、揮発性もしくは不揮発性の記憶装置構成部分によって形成されていてよい。
また、記憶装置は、検出・処理されたバイタルサインを次のデータ同期まで、一時記憶す
るように形成されていてもよい。
【００３５】
　本発明による検出装置は独立して運転することができ、監視、評価、及び場合によって
は着用者への警報は、データ技術的な評価装置の干渉又は関与なしに、この場合は自給自
足的に行われる。本発明による検出装置はしかし、個人固有のバイタルデータを分析装置
によって評価させるように形成されていてもよい。したがって、エネルギー供給モジュー
ルが第３通信モジュールを有していると、特に有利である。このような第３通信モジュー
ルは好ましくは、無線通信接続を生成するように形成されているが、しかし、分析装置と
のケーブル接続も考えられる。第３通信モジュールはいずれにしても、検出され場合によ
っては処理された生体信号の測定値を、伝送可能な形態に変換するように形成されている
。
【００３６】
　有利な別の構成によれば、第３通信モジュールは、データ分析装置のデータ対応ステー
ションとのデータ接続を生成するように形成されている。データ接続は、近接領域内で作
用する無線通信接続、例えばＲＦＩＤ（登録商標）、Bluetooth（登録商標）、ＩｒＤＡ
によって形成されていてよい。第３通信モジュール及びデータ対応ステーションは、この
場合送信及び／又は受信装置を有している。しかしながら、データ接続部はケーブル接続
された通信接続、例えばＵＳＢによって形成されていてもよい。
【００３７】
　請求項によれば、第３通信モジュールは検出された生体信号をデータ分析装置に伝送す
るために、記憶装置モジュールを有すると有利である。しかし利用者、特にエネルギー供
給モジュールは、データ接続を生成するために、データ分析装置のデータ対応ステーショ
ンの近傍に位置しなければならない。第３通信モジュールが記憶装置モジュールを有して
いると、検出された生体信号を、記憶装置モジュールの容量によって確定可能な時間にわ
たって一時記憶し、そして、後でデータ接続が生成されたときに初めてデータ分析装置に
伝送することができる。このことは、できる限り長い時間にわたってバイタルサインを検
出したい場合に特に有利である。それというのも、本発明による検出装置の着用者に、検
出されたバイタルサインを同期するためにデータ分析装置とのデータ接続を過度に頻繁に
生成することを要求することはできないからである。記憶装置モジュールが、電気エネル
ギーの供給がなくても、記憶された内容を保持する構成が特に有利である。
【００３８】
　エネルギー供給モジュールが利用者の衣服に配置されていることの利点は、利用者の運
動自由度をできる限り制限しないエネルギー供給モジュールのできる限り目立たない配置
が可能であることである。場合によっては、エネルギー供給モジュールも身体表面上に、
例えば弾性的な保持ベルトで固定することによって配置されていてよい。身体表面上にエ
ネルギー供給モジュールを配置することは、通信接続が皮膚の近接界によって形成されて
いる場合に特に有利である。それというのも、このような配置になっていると、皮膚表面
に対する磁界の特に良好な結合又は結合解除が可能だからである。しかし、皮膚の近接界
による通信接続のためには、直接の皮膚接触は必要でなく、特に、エネルギー供給モジュ
ール、特に第２通信モジュールが、皮膚表面から数ｃｍの間隔を置いて近接領域内に配置
されているならばそれで十分である。
【００３９】
　検出装置のできる限り長い自給自足運転という面で、また特に、できる限りコンパクト
なセンサという面で、エネルギー供給モジュールがセンサをアクティブ化するように形成
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されているとまさに特に有利である。バイタルサインは連続的に検出される必要はなく、
特に、周期的な検出、例えば１分毎の検出で十分である。したがって、センサをコンパク
トに、そしてできる限りエネルギー節約的に形成可能にするために、このような時間制御
がセンサで実行されるのではなく、ひいては永続的にエネルギーを消費するのではなく、
センサが外部のタイミング発生器によってアクティブ化されると有利である。したがって
、エネルギー供給モジュールは例えば、周期的に通信接続を介してセンサをアクティブ化
するタイミング発生器を有することができる。タイミング発生器は好ましくは、評価装置
内に配置されていてよく、又は評価装置によって形成されていてよい。アクティブ化は例
えば、第２通信モジュールから、第１通信モジュール内のアクティブ化装置がこれに対し
て選択的である特定の周波数を有する信号が送出され、そして次いで検出手段をアクティ
ブ化することによって行うことができる。バイタルサインの検出後、バイタルサインは通
信接続を介してエネルギー供給モジュールに伝送され、そしてセンサは再び非アクティブ
になる。エネルギーを消費するバイタルサイン検出は、全運転時間のうちの短い時間だけ
アクティブであり、これによって、エネルギー消費量が少なくなるので、使用時間を著し
く長くすることができ、ひいてはよりコンパクトな構造が可能になる。
【００４０】
　図面に示された実施態様により、本発明を以下に詳しく説明する。
【００４１】
　図面はそれぞれ概略的に単純化された状態で示されている。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】図１は、本発明による検出装置を示す図である。
【図２】図２は、検出されたバイタルサインをデータ分析装置で同期することを示す原理
図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　念のため述べておくが、種々異なるものとして記載される実施態様において、同一部分
には同一参照符号又は同一構成部分符号を付す。説明全体に含まれる開示内容は、同一参
照符号又は同一構成部分符号を有する同一部分に、意味に即して転用することができる。
また、説明において選択された位置の記述、例えば上、下、側方などは、直接に説明され
図示された図面に関するものであり、そして位置が変化したときには、新しい位置に意味
に即して転用することができる。さらに、図示され説明された種々異なる実施態様の個々
の特徴又は特徴の組み合わせも、それ自体独立した、本発明の、又は本発明による解決手
段であり得る。
【００４４】
　当該記述における値範囲に関する全ての数値は、これらの任意の、及び全ての部分範囲
を一緒に含むように理解されるべきである。例えば、数値１～１０は、下限値１及び上限
値１０から出発する全ての部分範囲が一緒に含まれるように、すなわち、全ての部分領域
が下限値１以上で始まり、そして上限値１０以下で終わる、例えば１～１．７、又は３．
２～８．１、又は５．５～１０であるように理解されるべきである。
【００４５】
　図１は、センサ２とエネルギー供給モジュール３とを含む本発明による検出装置１を示
しており、センサ２とエネルギー供給モジュール３との間には、無線の短有効距離の通信
接続４が形成されている。
【００４６】
　センサ２は、例えば血中酸素濃度検出手段５と、体温検出手段６と、皮膚湿度検出手段
７と、皮膚導電率検出手段８とを有している。センサ２はさらに第１通信モジュール１０
、及び場合によっては閉鎖要素１１とを含んでいる。
【００４７】
　血中酸素濃度検出手段５は、電磁線検出器１２と、少なくとも１つの電磁線源１３とに
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よって形成されている。検出手段５は、動脈血酸素測定法によって血中酸素濃度を測定す
る。１つの線源１３から、可視領域、例えば６６０ｎｍの領域の第１波長を有する電磁線
が放射され、第２線源からは、別の波長領域、例えば９４０ｎｍの領域の電磁線が放射さ
れる。酸素で飽和されたヘモグロビンによって、電磁線はその都度異なる程度に著しく弱
化される。線検出器１２は、線源１３から放射された光の波長領域全体内で感光性であり
、そして入射電磁線の強度に応じて、比例出力信号、例えば電圧を発生させる。しかしな
がら、検出器は入射電磁線の強度に応じて、その抵抗又は他の電気特性値を変化させるこ
ともできる。線源１３は、好ましくは発光ダイオード（ＬＥＤ）として形成されており、
線検出器１２は量子検出器、例えばフォト検出器又はフォトダイオードとして形成されて
いる。特に好ましい構成によれば、線源１３及び線検出器１２は有機半導体又は有機半導
体構成部分によって形成されており、有機半導体又は有機半導体構成部分は、支持体層１
５の平らな側１４上に印刷される。有機半導体を製造するための印刷法としては、例えば
インクジェット印刷、スクリーン印刷、スタンプ印刷が知られている。印刷法の利点は、
形成しようとする構成部分又は構造を、特に簡単に、低廉に、そして個別に形成できるよ
うに製造できることにある。印刷法は特に、エネルギー大量消費型の製造工程、例えば高
真空中の蒸着工程を必要とすることはなく、そして、印刷法によって半導体材料から層構
造を製造することができる。このような層構造は、無機半導体材料を用いた場合には全く
実現不可能であるか又は実現に著しい手間がかかる。特に、形成しようとする構成部分は
、半完成部分上に後から印刷することもできる。
【００４８】
　体温検出手段は例えば電子構成部分によって形成されており、電子構成部分において少
なくとも１つの電気特性値が温度依存性である。例えば高温導体又は低温導体を使用する
ことができるが、しかし電子半導体構成部分も温度測定に適している。それというのも、
半導体転移の電流／電圧特性曲線が温度依存性であるからである。
【００４９】
　皮膚湿度検出手段は、例えば、赤外線源、例えばＩＲ－ＬＥＤが光を放射し、この光が
皮膚に衝突して表皮層から反射されることにより、形成されていてよい。皮膚層の含水率
が高ければ高いほど、多くの赤外線が反射される。血中酸素濃度検出手段５の線源１３及
び検出器１２を相応に形成又は配置することによって、皮膚湿度の検出を検出手段５によ
って行うこともできる。
【００５０】
　皮膚導電率の測定のために、例えば検出手段８の２つの電極に、危険でない電圧が印加
され、そして皮膚を貫流する電流が測定される。有利な別の構成では、皮膚の導電率は、
検出手段７によって皮膚の含水率を測定することを介して測定することもできる。
【００５１】
　センサ２にはさらに第１通信モジュール１０が配置されている。送信及び／又は受信装
置１６は好ましくは、８６８又は９１５ＭＨｚの自由なＩＳＭ領域内の電磁線の送信又は
受信のためのアンテナとして形成されている。場合によっては第１通信モジュール内に配
置されたエネルギー蓄積器が、例えば二重層コンデンサとして形成されている。二重層コ
ンデンサはエネルギー密度が極めて高く、そして自己放電量が極めて小さい。通信モジュ
ール１０又はエネルギー蓄積器１７は、検出手段５，６，７，８に電気エネルギーを供給
するように形成されている。個々の検出手段はこの場合、電気的な接続線１８を介して、
通信モジュール１０又はエネルギー蓄積器１７に接続されている。
【００５２】
　センサ２は好ましくは、身体部位に巻き付けられるカフとして形成されており、身体部
位にカフを固定するために、カフは閉鎖要素１１によって閉鎖される。カフが閉じられる
と、閉鎖要素１１からトリガ信号が発せられ、又は送出される。トリガ信号は、通信接続
部４を介してエネルギー供給モジュール３に伝送される。このトリガ信号によって、エネ
ルギー供給モジュールは、センサが印加されたことを認識し、特に、センサが取り外され
たならばそのことが認識される。このような構成の利点は、バイタルサインの検出が、セ



(11) JP 2011-509125 A 2011.3.24

10

20

30

40

50

ンサが印加されているときにだけ行われることである。特に、これによって、カフが取り
外された場合に、バイタルサインの欠如又は不足を表す間違った誤警報が発せられるのも
回避される。
【００５３】
　センサの支持体層１５は、好ましくはフレキシブルな平面状の材料によって形成されて
いる。検出手段５，６，７及び８は、この場合支持体層１５の平らな側１４上に配置され
ていてよく、ひいては、カフを取り付けると、皮膚表面と直接に接触することができる。
配置された検出手段に保護層を被せることも可能であるが、しかしこの場合には、検出手
段への又は検出手段からの作用量の出し入れが可能であるようなそれぞれの部分が存在し
ていなければならない。好ましい構成によれば、支持体層１５は例えば透明又は半透明の
材料によって、例えばＰＥＴもしくはＰＡＮＩによって形成されていてよい。このような
構成の利点は、光学的に作用する検出手段を、支持体層の、皮膚表面とは反対の平らな側
に、光学的な作用信号を損なうことなしに配置できることである。特に好ましくは、検出
手段５，６，７及び８並びに第１通信モジュール１０が、支持体層１５の平らな側１４上
に印刷されるような構成である。特に、このことは、検出手段が有機半導体材料から成る
電子構成部分によって形成される場合に有利である。
【００５４】
　エネルギー供給モジュールは、例えば平面状の支持体層１９によって形成されており、
この支持体層上には、第２通信モジュール２０と、エネルギー源２１と、評価装置２２と
、第３通信モジュール２３とが配置されている。第２通信モジュール２０は、通信接続部
４を形成する電磁波を送信又は受信するための送信及び／又は受信装置２４を含んでいる
。通信接続４を介して、エネルギー供給モジュール３は、センサ２に電気エネルギーを供
給するように、そしてこのセンサから、検出されたバイタルサインの測定値を受信するよ
うに形成されている。場合によっては、さらに制御データ、例えばセンサへのアクティブ
化信号及び／又は閉鎖手段のトリガ信号を伝送することもできる。
【００５５】
　エネルギー源２１は、電気化学的エネルギー蓄積器、例えばバッテリー及び蓄電池によ
って形成されている。有利な別の構成によれば、エネルギー源は、太陽電池、特に好まし
くは有機太陽電池によって形成されていてもよい。とくに好ましいのは、エネルギー蓄積
器が、例えば印刷可能なポリマー蓄電池によって薄膜技術で製造される構成である。
【００５６】
　センサの、特に検出手段のエネルギー消費が極めて小さいと、特に有利である。それと
いうのも、測定休止中に、皮膚を介したエネルギー伝送によって、電気エネルギーをエネ
ルギー蓄積器に供給しなければならないからである。伝送しなければならない電気エネル
ギーが少なければ少ないほど、人体への電磁界の負荷も少ない。国際放射線防護学会（Ｉ
ＲＰＡ）は、これに関して、人体に作用することが許される電磁界の限界値を定めている
。特に、比吸収率（ＳＡＲ）に対して限界値８０ｍＷ／ｋｇが、また電流密度（Ｓ）に対
して限界値２５０ｍＡ／ｍ2（ｒｍｓ）が定められている。
【００５７】
　本発明による装置は、人体を過度の放射線負荷にさらすことなしに、センサに電気エネ
ルギーを信頼性高く供給するのを特に有利に可能にし、しかもこの場合、バイタルサイン
の十分に高い検出率がもたらされる。
【００５８】
　検出されたバイタルサインを評価して処理するために、エネルギー供給モジュールはま
た評価装置２２を有することができる。評価装置は少なくとも１つの制御装置２５と記憶
装置２６とを含んでいる。例えば、血中酸素濃度を測定するために、異なるスペクトル部
分で検出された２つの測定値の比較及び評価が必要となる。記憶装置２６内にはさらに、
例えば、制御装置２５によってローディングされ実行される作業命令が記憶されていてよ
く、結果として血中酸素濃度に対する測度が測定される。もちろん、更に別の作業命令が
記憶されていてもよい。長時間監視ということを考えて、このように判定された測度は、
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例えば記憶装置２６内に記憶されてもよく、このことは、利用者が、検出されたデータを
データ分析装置にただ不規則に伝送すればよいという利点を有する。
【００５９】
　検出されたバイタルサインをデータ分析装置に伝送するために、エネルギー供給モジュ
ール３が第３通信モジュール２３を有している。この第３通信モジュールは、データ分析
装置のデータ対応ステーションとのデータ接続を生成するように形成されている。このよ
うなデータ接続は、好ましくは無線の短有効距離接続によって、例えばBluetooth（登録
商標）、ＲＦＩＤ（登録商標）、ＩｒＤＡによって形成されている。第３通信モジュール
２３はまた記憶装置２７を有することができ、このことは、例えば評価装置２２が設けら
れていない場合、又は、検出されたバイタルサインをデータ分析装置による個々の同期動
作の間に一時記憶するには評価装置の記憶装置容量が十分でない場合に、特に有利である
。特に好ましいのは、記憶装置２６，２７が、非揮発性記憶装置モジュールとして構成さ
れていることである。それというのも、こうなっていると、検出されたバイタルサインが
、エネルギー源２１の故障時にも保持されるからである。
【００６０】
　図２は、データ分析装置による、検出されたバイタルサインの同期動作を示している。
本発明による検出装置は、人２８によって着用される。センサ２は例えば前腕、特に手首
関節の領域にも、上半身領域にも着用することができる。しかしながらセンサ２は、特に
、バイタルサインの測定が有利には簡単且つ信頼性高く可能であるようなあらゆる身体位
置に配置されていてよい。センサ２はカフとして形成されていてよく、カフは身体部位に
取り付けられるときに、閉鎖要素によって閉じられ、ひいては位置決めされる。しかしな
がら、センサのカフとしての構成が煩わしく、もしくは着用者の運動自由度を著しく制限
してしまうような身体部位には、センサを保持装置２９によって位置決めすることができ
る。
【００６１】
　エネルギー供給モジュール３は、着用者２８の運動自由度を全く又は僅かにしか制限し
ない場所のいたるところに位置決めすることができる。通信接続４は好ましくは皮膚の近
接界によって形成されているので、エネルギー供給モジュール３が配置されている場合に
は、送信及び／又は受信装置２４が、放射された電磁波を皮膚表面に十分に良好に結合で
きることにだけ留意すればよい。
【００６２】
　第３通信モジュール２３を介して、データ分析装置３２のデータ対応ステーション３１
に対するデータ接続３０が形成される。データ分析装置は、例えば広く普及しているコン
ピュータシステムによって形成されていてよい。このようなコンピュータシステムは、デ
ータ接続３１を介して伝送された検出済バイタルサインを評価するために、プログラム論
理を実行するように形成されている。
【００６３】
　データ接続３０は例えば、利用者２８がデータ対応ステーション３１の近傍に位置する
やいなや、検出されたバイタルサインの同期が自動的に始まるように形成されていてよい
。しかし特に、データ接続３０は、権限のあるエネルギー供給モジュール３だけ、特に、
権限のある第３通信モジュール２３だけが、データ対応ステーション３１とのデータ接続
を形成できるように、形成されている。これによって、無資格の第三者によって個人固有
バイタルサインが権限なしに悪用目的で記録されるのが阻止される。
【００６４】
　これらの実施態様は、バイタルサイン検出装置の可能な実施変更形を示す。ここでは、
本発明は具体的に示された実施変更形に限定されることはなく、むしろ個々の実施変更形
の種々の組み合わせが互いに可能であり、そしてこのような変更は、この技術分野で活動
する当業者の能力範囲内で、本発明による技術的行為のための教示内容に基づいて可能で
あることに留意されたい。つまり、上記実施変更形の個々の詳細を組み合わせることによ
り可能になる、考えられ得る全体的な実施変更形も、権利範囲に含まれる。
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【００６５】
　規則上最後に述べておくが、バイタルサイン検出装置の構造をより良く理解するために
、セキュリティ装置又はその構成部分は部分的に一定の尺度でなく、及び／又は拡大し、
及び／又は縮小して示した。
【００６６】
　独立した本発明の解決手段の根底を成す課題は、明細書から明らかである。
【００６７】
　とりわけ、図１及び図２に示された実施態様における個々のものが、独立した本発明の
解決手段の対象を形成することができる。これに関する本発明による課題及び手段は、こ
れらの図面の詳細な説明から明らかである。
【符号の説明】
【００６８】
　１　　検出装置
　２　　センサ
　３　　エネルギー供給モジュール
　４　　通信接続
　５　　血中酸素濃度検出手段
　６　　体温検出手段
　７　　皮膚湿度検出手段
　８　　皮膚導電率検出手段
　１０　　第１通信モジュール
　１１　　閉鎖要素
　１２　　電磁線検出器
　１３　　電磁線源
　１４　　平らな側
　１５　　支持体層
　１６　　送信及び／又は受信装置
　１７　　エネルギー蓄積器
　１８　　電気接続ライン
　１９　　支持体層
　２０　　第２通信モジュール
　２１　　エネルギー源
　２２　　評価装置
　２３　　第３通信モジュール
　２４　　送信及び／又は受信装置
　２５　　制御装置
　２６　　記憶装置
　２７　　記憶装置
　２８　　利用者、人間、着用者
　２９　　保持装置
　３０　　データ接続
　３１　　データ対応ステーション
　３２　　データ分析装置
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